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使用目的及び留意事項 

＜使用目的＞ 

本マニュアルは、田原本町の橋梁保全事業において、ECI方式（田原本町仕様）で発注する際に

必要な契約手順A・B※の判定に使用するものである。 

契約手順A・Bの判定は、橋梁長寿命化修繕計画の更新時に行う。 

 

※契約手順 A・B の詳細については、「田原本町における橋梁保全事業に関する ECI 方式ガイド

ライン」（田原本町、H30）を参照。 

 

 

＜留意事項＞ 

・本マニュアルは、契約手順A・Bの判定に関する基本的考え方を示したものであり、契約手順A

で発注すべき損傷事例、または、契約手順Bで発注すべき損傷事例を目安として記載している。 

・記載の損傷事例は、マニュアル策定時点で確認されたものであり、今後の定期点検、補修工事

での実績を踏まえて継続的に改善を図る必要がある。 

・契約手順A・Bどちらで発注すべきか判断が難しい場合は、必要に応じ、外部有識者への意見照

会等により、適切な判定を行う。 
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１．契約手順 A・B の概要 

  ECI 方式（田原本町仕様）による設計、施工業務の発注は、下記のいずれかの手順によるも

のとする。 

 

  【契約手順Ａ】：設計業務の中で予備検討及び損傷原因究明のための詳細な現地調査Ａを行 

い、工事発注用の図面・数量を作成し、工事発注を行う。 

  【契約手順Ｂ】：設計業務の予備検討（工事発注用図面・数量を含む）までを前年度業務にて

先行的に実施し、当該年度に詳細設計（施工者と損傷範囲を確認する簡易な

現地調査Ｂを含む）及び工事を同時発注する。 

 

  上記の契約手順Ａ、Ｂに対しては、下図のように設計に際して実施する詳細調査の難易によ

り適用に際して使い分けを行うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 契約手順 A及び手順 Bの使い分けフロー 

  

☆現地調査Ａ：下記に着眼した詳細な現地調査
・損傷原因究明(塩害､中性化､アル骨､疲労等の 

劣化機構に対する非破壊･微破壊試験等) 
・損傷範囲(面積､深さの測定) 
・対策工設計条件(部材細部寸法､配筋､材質) 

※）調査方法は末尾の参考資料を参照のこと 
 
☆現地調査Ｂ：下記の比較的簡易な現地調査 
・損傷範囲(面積､深さの測定)⇒施工者と協働 

して確認する。 
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２．判定の目安 

橋梁毎の契約手順Ａ、Ｂの使い分けについて、下記 3 項目のいずれかに該当する橋梁を契約手

順 A（同一年度に予備検討、工事発注、施工を実施する）として発注とする。 

  ①損傷原因の推定が容易でない。 

   橋梁補修において、対症療法的な補修では、損傷原因によっては、早期の再劣化や、逆に

劣化を促進させてしまう場合がある。特に、橋梁の三大損傷と呼ばれる「疲労」、「塩害」、「ア

ルカリ骨材反応」等は、目視点検だけでは容易に原因の推定ができない。詳細調査による原

因推定が必要となる代表的な損傷を写真 1～3 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②損傷範囲の設定が容易でない。 

   損傷の範囲や、深さが把握できない場合、橋梁の応力状態や現有耐荷力の評価ができず、

適切に対策工法を選定することができない。詳細調査による損傷範囲の設定が必要となる代

表的な損傷を写真４、５に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ③対策工法検討の条件が十分でない。 

   部材寸法、上部工反力、地盤条件等を把握できない場合、現有耐荷力の評価、支承取替え

等での部材の取り合い検討ができない詳細調査による対策工法検討の条件設定が必要となる

代表的な損傷を写真６～８に示す。 

 

 

 

 

写真１ 疲労による鋼部材の亀裂 

（非破壊試験による亀裂確認 等） 

写真２ 塩害による剥離・鉄筋露出 

（含有塩分量測定 等） 

写真３ アル骨によるひびわれ 

（成分分析、残存膨張量試験 等） 

写真４ 鋼部材の腐食 

（残存板厚測定 等） 

写真５ 橋脚の洗掘 

（洗掘深さ、沈下、傾斜計測 等） 
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次頁以降に田原本町の管理橋梁で確認されている、契約手順 A での発注が望ましい橋梁の損傷

事例を示す。また、参考資料としてコンクリート部材及び鋼部材における調査方法の一覧を示す。 

 

 

 

 

損傷原因の推定、範囲の設定が容易で工法検討の条件が十分である場合には、契約手順 B（予

備検討と、詳細設計・施工を年度を分けて実施する）での発注が可能となる。 

田原本町では、RC 床版での中性化、かぶり不足を原因とするコンクリート部材のひび割れ、

剥離・鉄筋露出が見られた橋梁が要補修と診断されているケースが多い。これらは、損傷程度（ひ

び割れ幅・延長、剥離の面積等）の差があったとしても、詳細設計での工法変更や、工事費の大

幅な変更が起こりにくいと考えられるため、契約手順 B で発注することにより、事業の工期短縮

を図ることが可能となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真６ 腐食した支承の取替え 

（沓周りの寸法確認 等） 

写真７ 耐荷力評価、上部工反力の算出 

（部材の構造寸法測定 等） 

写真８ 耐荷力評価、上部工反力の算出 

（床版厚さ測定 等） 

写真９ 契約手順 Bでの発注が可能な RC床版の損傷事例写真 
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【参考資料】 

表１ コンクリート部材の調査方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：2013 年制定コンクリート標準示方書【維持管理編】2013.10 土木学会より抜粋 
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表２ 鋼部材の調査方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：橋梁点検・補修の手引き【近畿地方整備局版】2001.7(財)道路保全技術センターより抜粋 
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